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13議員が市政を問う一 般 質 問

問　閉校になった旧洞内小学校の解体計画はあ
るのか。
答　屋内運動場は市の物品倉庫として活用して
いますが、校舎は現在のところ利用していませ
ん。今後は、民間の有効活用に向けて検討する
こととしていることから、現段階での解体計画
はありません。
問　七戸十和田駅や八戸市へのアクセスなど立
地条件がよいため、早急に解体して企業誘致な
どに活用しては。
答　補助金の交付を受けて建設しているため、
無断で処分してはならない期間である処分制限
期間内に解体した場合は、その残存期間分の補
助金の返還が必要となる可能性があることから、
早急な解体はできないものと考えています。

問　他自治体の社会福祉協議会では、要介護者
を病院へ移送するサービスを行っているが、当
市で行う計画はないか。
答　介護保険外のサービスとして通院等の付添
いを実施している事業所が４か所あり、おおむ
ね必要な方へのサービス提供が行われているも
のと認識していることから、現時点では市独自
に移送サービスを実施する計画はありません。

問　市観光物産センターの運営を見直しする考
えは。
答　現在ではインバウンドにも対応した市街地
における総合的な観光案内窓口として定着して
いることから、今後も現状の運営体制を継続し、
指定管理者である十和田奥入瀬観光機構との連
携のもと、市民や観光客にとって身近で魅力的
な利用しやすい施設となるよう、取り組んでい
きたいと考えています。

問　転出した若者が地元に関心を持ち続け、将
来的に帰ってくることができる環境を整えるこ
とが重要だが、デジタルを活用し地元を離れた
若者との継続的な関係づくりに取り組む考えは。
答　関係人口の創出に向け、国が創設を予定し
ているふるさと住民登録制度のデジタルプラッ
トフォームを有効活用し情報発信を行うほか、
市独自のアプローチの手法を検討します。
問　地域雇用における市の人出不足の現状は。
答　有効求人倍率が過去５年間で１倍を上回っ
ている状況であり人出不足が継続しています。
また、企業が必要とする職種と働き手が希望す
る職種とのミスマッチが見受けられます。
問　単発や短時間での雇用を希望する両者を結
びつけるスポットワーク型雇用は、自治体が主
導することで利用者の安心、安全につながると
考えるが、認知度向上への取組は。
答　企業、働き手のスポットワークへの理解を
深めるために、セミナー等の開催に向けて検討
を進めていきます。

問　全国でもファンが多い周遊型の謎解きイベ
ントを開催し、集客・消費につなげる考えは。
答　令和６年度、新紙幣発行記念イベントの一
つとして「おさとぅりー」を実施し、今年度は
上十三・十和田湖広域定住自立圏を構成する
10市町村で周遊スタンプラリーを実施する予
定です。今後も関係機関と連携のうえ、機を捉
え周遊型イベントを企画したいと考えています。

問　市民への新たな情報発信手段として、テレ
ビのｄボタン広報を導入する考えは。
答　高齢世帯への情報発信として有効な手段と
認識しており、その活用について情報収集して
いきます。
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問　日本酒の乾杯条例を制定する考えはないか。
答　条例の制定は考えていませんが、関係団体
や事業者から意見を伺いながら、日本酒を含め
たとわだ産品の消費拡大につながる取組を推進
していきたいと考えています。

問　マイナ免許証を利用するには、マイナンバ
ーカードのICチップに運転免許情報を記録す
る必要があり、十和田警察署では更新手続ができ
ないようだが、その理由を市は把握しているか。
答　十和田警察署には、ICチップに免許情報
を記録するシステムが導入されておらず、今後
も当面の間導入の予定がないことから、更新手
続ができないと伺っています。

問　教職員に対してフレックスタイム制度を導
入する考えは。
答　県では、令和７年１月から働き方改革の一
環で、勤務時間を柔軟に選択できるフレックス
タイム制を導入し、育児または介護を行う職員
を対象に実施していることから、当市の教職員
に対しても導入する手続に着手します。

問　十和田湖畔宇樽部桟橋の放置遊覧船につい
て、令和７年２月26日に「船体が傾いている」
との通報が市に寄せられたため、市は県へ連絡
したようだが、その後の県の対応は。
答　県からは、直ちに現地に向かい、第３十和
田丸が横転し、浸水、転覆していること、船舶
からの油漏れがないこと、遊覧船は既に着底し
ており、漂流の可能性はないことを確認した上
で、当該遊覧船にオイルフェンスを設置し、ほ
かの３隻については除雪を行い船体の安定を図
ったとの報告を受けています。

問　インバウンドの増加を見据えた事業者支援
の取組状況は。
答　インバウンドによる経済効果を高めるため、
食や特産品、アクティビティの充実など、新た
な観光コンテンツの創出やさらなる磨き上げが
必要と考えており、市内の宿泊・飲食事業者等
を対象に受入環境整備の支援を行っています。
また十和田奥入瀬観光機構では、事業者のイン
バウンド向け観光コンテンツの開発に対して助
言、指導を行っており、これにより新たな観光
メニューの開発が行われたほか、観光機構への
委託事業である「氷瀑ツアー」も年々外国人の
利用が増え、宿泊客の増加に寄与しています。

問　宿泊税を導入した場合の歳入の試算額は。
答　仮に令和6年の宿泊者数に、市街地は100
円、奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔は200円を
それぞれ乗じて試算した結果、およそ5,200万
円から6,600万円の歳入の増加が見込まれます。

問　地下水の水質検査結果をホームページで公
表しているが、専門的な内容が多く難しい。市
民が理解しやすいように工夫をする考えは。
答　工夫を凝らして分かりやすくなるよう今後
改善します。
問　観光・学習資源としての名水の活用と保全
や地域との連携の取組は。
答　名水保全の観点から観光資源としての活用
は考えていませんが、学習資源としては、西小
学校が沼袋名水公園において、北里大学や地域
住民と連携した環境学習を実施しています。今
後は、水質や湧水量の変化に注視しながら保全
に努め、地域との連携の在り方についても検討
していきます。
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現段階で解体計画はない 市独自のアプローチ手法を検討条例制定は考えていない 観光コンテンツの創出・
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